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『太陽と水のおくりもの』草津メロン『太陽と水のおくりもの』草津メロン
草津メロンは昭和57年から
栽培が始まりました。
40年を超える栽培技術の蓄
積により、全国でもトップレ
ベルの糖度をもつメロンと
なりました。
例年 5月末～ 6月上旬から各所で販売予約
が開始されます。
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4月臨時会・6月定例会について
令和3年4月21日に4月臨時会を開き、議案8件が市長から提出されました。
また、6月4日から25日まで6月定例会を開き、議案16件が市長から提出されました。
なお、議員からは、規則案1件を提出しました。
今号では、6月定例会中の6月18日から23日の間に3つの常任委員会および都市再生特
別委員会、予算審査特別委員会に付託された条例案や補正予算案などを慎重に審査した
内容の中から、いくつかの質疑を要約してお伝えします。
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複雑化・複合化した事例民生委員等
地域住民

新 新

新

予算審査における質疑応答／意見≪予算常任委員会≫
福祉専門職の方とも協力して個別避難
計画を作成するとのことだが、福祉専門

職の方への費用は含まれているのか。
個別避難計画作成委託費として計上してい

る27万3,000円に含んでいる。

福祉専門職の協力を依頼する事業所は決
まっているのか。

具体的な事業所はまだ決まっていない。地
域包括支援センターや庁内の福祉の関係課に相
談を行っている段階である。

（事業の概要）　災害時に自力で避難するこ
とが難しい高齢者や障害者等の避難行動要
支援者について、草津市避難行動要支援者
避難支援プランに基づき、従来から取り組
んでいた災害時要援護者登録制度を拡充
し、居住地域の災害リスクや一人ひとりの
身体状況などに応じて、「誰とどこに避難
するか」を具体的に定め、より実効的な個
別避難計画の作成を推進し、地域の防災の
向上を図る。

個別避難計画作成費

予算審査における質疑応答／意見≪予算常任委員会≫
多機関協働事業・参加支援事業・アウト
リーチ事業と３つに分かれ、一部事業

委託されようとしているが、委託先は決まって
いるのか。

これから選定するが、専門性に優れたとこ
ろに委託したい。

アウトリーチ事業では、専門職（社会福祉
士、精神保健福祉士等）の新たな配置に

ついては、しっかり対応してほしいが配置人数は。
配置人数は１名ずつを考えている。

重層的支援体制整備事業のイメージ図で
は、相談される対象（要支援者）はどこに

あてはまるのか。
地域住民にあてはまる。
重層的支援体制として、福祉中心だけで
なく、税関係や法的なこと、学校等の関

係もあり、さらなる幅広い連携が必要。
支援機関コーディネート会議等で、対象者

の課題を分析し、対応できるよう、専門的役割
を発揮していく。

（事業の概要）　介護・障
害・子ども・生活困窮の
各分野における支援だけ
では対応しきれないような
住民の複雑化・複合化し
た支援ニーズにも対応で
きる包括的な支援体制を
構築するため、既存の相
談支援と地域づくり支援に
加えて、各支援を支える多
機関協働事業費、参加支
援事業費、アウトリーチ事
業費を一体的に取り組む。

多機関協働等事業費 1,607万１千円

284万５千円

審議された主な議案

２月定例会について
　令和５年２月24日から３月24日まで２月定例会を開き、議案32件が市長か
ら提出されました。なお、議員からは、条例案１件、意見書案３件を提出しま
した。
　今号では、２月定例会中の３月13日から22日までの４つの常任委員会に付
託された予算案や条例案などを慎重に審査した中から、いくつかの質疑等を要
約してお伝えします。

　令和５年度当初予算は、一般会計が過去２番目に大きく、特別会計を合わせた全会計でも過
去２番目に大きい規模となりました。前年度に引き続き、第６次草津市総合計画第１期基本計
画に位置付けした「未来を担う子ども育成プロジェクト」「地域の支え合い推進プロジェクト」「に
ぎわい・再生プロジェクト」「暮らしの安全・安心向上プロジェクト」の４つのリーディング・
プロジェクトを重点方針として位置付け、分野横断的な施策展開を図るために財源配分されて
います。
　またこれらのほかにもDX・ICT等利活用推進費などの「行財政マネジメント」や焼却ごみ袋
の有料化における指定ごみ袋制度見直し事業費をはじめとした「暮らしの安全・安心向上プロ
ジェクト」の予算が措置されており、議会では、予算常任委員会において、これらの予算案の
審査を行いました。

令和５年度当初予算案を可決！令和５年度当初予算案を可決！
一般会計

548億2,000万円
（対前年3.2％）

特別会計
342億460万円
（対前年0.9％）

合計
890億2,460万円
（対前年2.3％）

市

議員

市

議員

市

市

議員

市

議員

市

議員

議員

● 重層的支援体制整備事業イメージ ●

審議された主な議案
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金融機関

市民

連携・協働

産業振興団体

教育研究機関

市

事業者

予算審査における質疑応答／意見≪予算常任委員会≫
対象となる区間に架けられている橋はど
のような形状になるのか。

現在の橋（栄橋）は撤去する。完成イメー
ジのとおり県道（右岸）と市道（左岸）が切り
下がり、県道市道の間に挟まれる「de愛ひろ
ば」西側に生まれる通路および広場に、人と自
転車が往来できる代替え通路を設ける。

拡幅された道路からJRの駅と線路を見
下ろせる景観ポイントが想定できるが、

安全対策をしっかりとしたものにされたい。
JR西日本からの指示である安全対策とし

てのフェンスの設置に加え、子どもたちが鉄道
を見下ろせる景観を想定した設計とすることを
考えている。

（事業の概要）　区間４はJR琵琶湖線
トンネルの交差部分が含まれており、
この部分の道路拡幅は、令和４年度同
様に県とともに工事を進める。この工
事によって既に利用されているde愛
ひろばとのつながりができ、草津川跡
地公園のさらなる“にぎわい”と“う
るおい”の創出を図り、周辺地域の魅
力を高め、地域や世代を超えた市民の
交流や多様な文化・コミュニティ活動
の場づくりに取り組む。

草津川跡地整備費・公園運営費

予算審査における質疑応答／意見≪予算常任委員会≫
ビジネスサポートセンターは商工会議
所と共同で設置となっているが、どの

ような形態なのか。
ビジネスサポートセンターは、別組織では

なく、商工会議所の中に相談窓口機能を設ける
ものである。

商工会議所とは別のものであるという、
違いがわかるような周知啓発はどのよ

うにされるのか。

ホームページの立ち上げやサポート機能が
あることを強く打ち出していきたい。

創業支援補助金700万円について、対
象者が創業３年未満というのは、３年

未満の廃業者が多いことへの支援と推察する
が、対象者の見込み数は。

創業希望者全体が非常に最近増えている状
況であり、今後も増加していくと見込んでいる。

（事業の概要）　令和５年７月施行予定の「草
津市産業振興条例」に掲げる目的の実現に向
けて、事業者・産業振興団体・金融機関・教
育研究機関・市民と連携、協働しながら、当
計画に基づく施策を総合的に推進することに
より、本市経済の発展および市民生活の向上
に取り組む。併せて、草津商工会議所内にビジ
ネスサポートセンターを設置し、近年増加する
創業相談や支援ニーズに効果的・効率的に対応
する。

草津市産業振興計画推進費 963万９千円

２億7,507万８千円

市

議員

市

議員

市

議員

議員 市

市

議員

持続可能な未来に向けて新たな価値を生み出す
人が交わり・魅力あふれるまち草津

● 区間４JR琵琶湖線上部完成イメージ ●

審議された主な議案 審議された主な議案
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創業相談や支援ニーズに効果的・効率的に対応
する。

草津市産業振興計画推進費 963万９千円

２億7,507万８千円

市

議員

市

議員

市

議員

議員 市

市

議員

持続可能な未来に向けて新たな価値を生み出す
人が交わり・魅力あふれるまち草津

● 区間４JR琵琶湖線上部完成イメージ ●

審議された主な議案 審議された主な議案

総
務
常
任
委
員
会

笠
縫
東
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
取
得

費
用
の
負
担
付
き
寄
附

●
議
案
概
要

草
津
市
立
笠
縫
東
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
建
替
に
向
け
て
、
笠
縫
東
学
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
、
将
来
を
見
越
し
て
、
隣
接
す
る
敷
地
を
取
得
し
、
既

存
の
敷
地
と
合
わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
高
め
た

い
と
い
う
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
設
用
地
の
取
得
に
か
か
る
費
用
を
負

担
付
き
寄
附
と
い
う
形
で
受
納
す
る
も
の
。

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

笠
縫
東
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
総
意
か
。

　
　
　

昨
年
11
月
に
１
回
目
の
理
事
会
、

年
明
け
に
も
う
一
度
理
事
会
が
開
催

さ
れ
た
後
、
臨
時
総
会
を
開
催
さ
れ

て
、
寄
附
の
決
定
に
至
る
と
い
う
手

続
き
を
踏
ま
れ
た
の
で
、
笠
縫
東
学

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
総
意
だ
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

寄
附
の
契
約
金
額
2
，2
7
8
万　

8
，3
0
3
円
は
確
実
に
寄
附
さ
れ

る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

来
年
５
月
31
日
ま
で
に
一
旦

1
，5
0
0
万
円
を
寄
附
さ
れ
る
。

議
員市議

員市

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
、

各
年
度
に
約
150
万
円
ず
つ
を
寄
附
さ

れ
る
。
笠
縫
東
学
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
収
支
等
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
、
議
案

を
提
出
し
た
。

　
　
　

今
後
も
、
地
域
が
費
用
を
負
担

す
れ
ば
、
基
準
（
敷
地
面
積
）
を
超

え
た
整
備
を
す
る
の
か
。

　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
は
、

市
は
地
域
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
し

て
い
く
と
い
う
立
場
に
あ
る
。
実
現

可
能
か
ど
う
か
は
そ
の
都
度
、
検
討

し
て
判
断
し
て
い
く
。

議
員市

●
補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
基
金
の
積

立
金
が
20
億
9
，1
0
0
万
円
の
増
額

と
な
っ
た
。そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、個

人
市
民
税
の
増
額
の
見
込
み
と
一
部
の

企
業
の
業
績
が
好
調
な
こ
と
か
ら
、法

人
市
民
税
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
て
、

市
税
全
体
で
12
億
2
，6
2
2
万
円
を
増

額
と
す
る
。
地
方
交
付
税
も
２
億
3
，

7
7
1
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。ま
た
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
7
，1
5
0
万
円

の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。
全
体
と
し

て
、
国
の
二
次
補
正
に
伴
う
増
額
や
市

税
や
交
付
税
の
増
収
に
伴
い
、
起
債
の

発
行
を
減
額
と
し
た
。
基
金
残
高
が

総
額
1
7
0
億
6
，5
0
0
万
円
と
な

り
、
当
初
予
算
と
比
較
し
て
20
億
9
，

1
0
0
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

最
近
の
草
津
市
の
傾
向
を
見
て

議
員

い
る
と
、
当
初
予
算
で
基
金
を
使
う

が
、
年
度
末
の
増
収
分
で
基
金
を
戻

す
と
い
う
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
当

初
予
算
の
見
込
み
の
正
確
性
に
つ
い

て
と
、
人
口
増
加
が
み
ら
れ
る
草
津

市
と
し
て
、
増
収
を
見
込
ん
で
の
予

算
立
て
が
出
来
な
い
の
か
問
う
。

　
　
　

本
市
の
人
口
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
現
時
点
で
は
市
税
の
増
収
が
見

込
め
る
も
の
の
、
法
人
税
に
つ
い
て

は
、
景
気
の
動
向
等
に
よ
り
左
右
さ

れ
る
の
で
、
予
算
編
成
を
行
う
上
で

は
、
歳
入
予
算
は
低
め
に
歳
出
予
算

は
高
め
に
と
い
う
も
の
が
、
財
政
の

基
本
ル
ー
ル
。
最
終
的
に
赤
字
決
算

に
な
ら
な
い
、
こ
れ
が
第
一
義
で
あ

る
。
今
後
も
人
口
増
に
つ
い
て
は
、

配
慮
し
な
が
ら
の
予
算
編
成
に
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

市

一
般
会
計
の
補
正
予
算
全
般
の
審
議

●
議
案
概
要

国
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
道
路
等
の
整
備
や
学
校
施
設
の

改
修
等
に
か
か
る
事
業
費
を
令
和
４
年
度
の
予
算
に
計
上
し
直
す
も
の
や
、
各

事
務
事
業
に
お
け
る
年
度
内
の
執
行
状
況
お
よ
び
最
終
的
な
財
源
の
見
通
し
に

基
づ
き
、
調
整
を
行
う
も
の
。

予
算
常
任
委
員
会

全員
賛成

全員
賛成

【
議
第
19
号
】

負
担
付
き
の
寄
附
の
受
納
に
つ
き
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

【
議
第
23
号
】

令
和
4
年
度
草
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算（第

９
号
）



6令和 5年 5月 1日号7 令和 5年 5月 1日号

議員別表決結果は
HPで見られます。

たび丸

議決結果一覧表令和５年２月定例会

審議された主な議案

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

ロ
ク
ハ
公
園
プ
ー
ル
は
レ

ジ
ャ
ー
施
設
と
い
う
位
置
付
け
で
あ

る
一
方
で
、
現
在
整
備
中
の
（
仮
称
）

草
津
市
立
プ
ー
ル
は
専
門
的
な
使
わ

れ
方
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

両
施
設
の
す
み
分
け
は
ど
う
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
ロ

ク
ハ
公
園
プ
ー
ル
は
市
民
に
と
っ
て

貴
重
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
あ
る
と
再

確
認
し
て
い
る
。（
仮
称
）
草
津
市

立
プ
ー
ル
と
の
す
み
分
け
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、ロ
ク
ハ
公
園

プ
ー
ル
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、様
々

な
選
択
肢
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員市

　
　
　

検
討
す
る
上
で
、
市
民
の
意
見

は
反
映
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
市
の

将
来
を
考
え
る
中
、
経
済
の
活
性
化

の
視
点
は
重
要
で
あ
り
、
ロ
ク
ハ
公

園
全
体
に
つ
い
て
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
視
点
は
取
り
入
れ
て
い
く
の

か
。

　
　
　

令
和
５
年
度
で
は
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
な
が
ら
、
新
た
に
設
置
す
る
ロ

ク
ハ
公
園
プ
ー
ル
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
今
後
の
ロ
ク
ハ
公
園
プ
ー
ル

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
、

民
間
参
入
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

議
員市

●
議
案
概
要

当
プ
ー
ル
は
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
劣
化
状
況
や
運

営
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
、
学
識
経
験
者
や
公
募
市
民
、

関
係
団
体
の
代
表
者
等
で
構
成
す
る
委
員
会
で
の
専
門
的
・
多
角
的
な
議
論
を

経
て
、
今
後
の
方
針
等
に
係
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

今
後
の
ロ
ク
ハ
公
園
プ
ー
ル
は
ど
ん
な
プ
ー
ル
に
な
る
？

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

今
回
の
変
更
で
家
庭
的
保
育
所

の
定
数
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

定
数
に
変
更
は
あ
る
。
現
在
の

規
定
で
は
０
歳
児
を
受
け
入
れ
る
場

合
は
、
０
歳
児
が
２
人
の
場
合
は
、

４
人
ま
で
、
３
人
の
場
合
は
３
人
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
こ
の
市

独
自
の
例
外
規
定
を
削
除
す
る
こ
と

に
よ
り
、
５
人
ま
で
と
い
う
よ
う
に

改
め
る
。

議
員市

　
　
　

衛
生
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
と
い
う
現

在
の
条
文
か
ら
、
今
度
は
定
期
的
に

研
修
や
訓
練
を
実
施
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に

変
わ
る
こ
と
で
、
衛
生
管
理
が
強
化

さ
れ
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

具
体
的
に
措
置
す
る
内
容
が
明

記
さ
れ
た
が
こ
れ
ま
で
も
各
施
設
の

中
で
は
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
に
応

じ
た
研
修
等
を
市
が
実
施
し
、
各
施

設
に
受
講
し
て
い
た
だ
く
。

議
員市

●
議
案
概
要

家
庭
的
保
育
事
業
に
お
け
る
０
歳
児
を
受
け
入
れ
た
際
の
市
独
自
の
制
限
規
定

に
つ
い
て
、
国
基
準
に
準
じ
た
制
度
に
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
１
人
が
保

育
で
き
る
乳
幼
児
の
数
に
つ
い
て
１
人
か
ら
３
人
と
な
る
。
家
庭
的
保
育
事
業

者
と
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
「
安
全
計
画
」
を
策
定
し
、
職
員
へ
周

知
し
定
期
的
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
、
衛
生
管
理
に
お
け
る
研
修
と
訓
練
を
定

期
的
に
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

家
庭
的
保
育
事
業
の
見
直
し
と
国
基
準
の
改
正

に
伴
う
見
直
し
に
よ
り
何
が
変
わ
る
の
か
？

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

全員
賛成

全員
賛成

【
議
第
16
号
】

草
津
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
お
よ
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
議
第
11
号
】

草
津
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案



6令和 5年 5月 1日号7 令和 5年 5月 1日号

議員別表決結果は
HPで見られます。

たび丸

議決結果一覧表令和５年２月定例会

審議された主な議案

※付託先…�議案の審査を行う所管委員会。なお、付託しない
場合は、本会議で即決。

議案番号 件　　名 付託先 結果
議第
１号 令和５年度草津市一般会計予算 予算 原案

可決

議第
２号

令和５年度草津市国民健康保険
事業特別会計予算

予算 原案
可決

議第
３号

令和５年度草津市財産区特別会
計予算

予算 原案
可決

議第
４号

令和５年度草津市学校給食セン
ター特別会計予算

予算 原案
可決

議第
５号

令和５年度草津市介護保険事業
特別会計予算

予算 原案
可決

議第
６号

令和５年度草津市後期高齢者医
療特別会計予算

予算 原案
可決

議第
７号

令和５年度草津市水道事業会計
予算

予算 原案
可決

議第
８号

令和５年度草津市下水道事業会
計予算

予算 原案
可決

議第
９号

草津市個人情報保護法施行条例
案

総務 原案
可決

議第
10号

草津市情報公開条例等の一部を
改正する条例案

総務 原案
可決

議第
11号

草津市附属機関設置条例の一部
を改正する条例案

産建 原案
可決

議第
12号

草津市公の施設に係る指定管理
者の指定の手続等に関する条例
の一部を改正する条例案

総務 原案
可決

議第
13号

草津市手数料条例の一部を改正
する条例案

産建 原案
可決

議第
14号

こども家庭庁設置法の施行に伴
う関係法律の整備に関する法律
の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例案

文厚 原案
可決

議第
15号

草津市立図書館設置条例の一部
を改正する条例案

文厚 原案
可決

議第
16号

草津市特定教育・保育施設およ
び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例等の一
部を改正する条例案

文厚 原案
可決

議第
17号

草津市国民健康保険条例の一部
を改正する条例案

文厚 原案
可決

議第
18号

草津市道路占用料条例および草
津市駅前広場管理条例の一部を
改正する条例案

産建 原案
可決

議案番号 件　　名 付託先 結果
議第
19号

負担付きの寄附の受納につき議
決を求めることについて

総務 原案
可決

議第
20号

指定管理者の指定につき議決を
求めることについて

産建 原案
可決

議第
21号

市道路線の認定につき議決を求
めることについて

産建 原案
可決

議第
22号

市道路線の変更につき議決を求
めることについて

産建 原案
可決

議第
23号

令和４年度草津市一般会計補正
予算（第９号）

予算 原案
可決

議第
24号

令和４年度草津市国民健康保険
事業特別会計補正予算（第３号）

予算 原案
可決

議第
25号

令和４年度草津市介護保険事業
特別会計補正予算（第３号）

予算 原案
可決

議第
26号

令和４年度草津市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第３号）

予算 原案
可決

議第
27号

令和４年度草津市水道事業会計
補正予算（第２号）

予算 原案
可決

議第
28号

令和４年度草津市下水道事業会
計補正予算（第２号）

予算 原案
可決

議第
29号

草津市公平委員会委員の選任に
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地域共生社会の実現に向けて、アクティブシ
ニアの皆様の経験や知識を生かし、活躍して

いただける機会が必要ではないか。アクティブシニア
の皆様が主に担う、サロンを含めたボランティア等へ
のさらなる支援が必要だと思うが、市の所見を伺う。

アクティブシニアの皆様が長年にわたって培わ
れた技術や経験を生かしていただき、地域の様々な活
動に参画いただくことにより、ご自身の健康づくりや
生きがいづくりの推進、さらには地域活動の活性化が
図られ、地域共生社会の実現につながることを期待す
る。今後の支援については、引き続き活動費の補助を
実施することはもとより、コロナ禍における取組を通
じて得られた好事例や、新たに得られた課題に関する
情報の公開や共有を図ることにより、引き続き特色あ
る活動が展開され、アクティブシニアの皆様にも活躍
していただける機会の創出につなげる。

人口減少社会を乗り越えるための、本市の経
済発展、雇用拡大、税収確保などの好循環を

生み出すためには、企業誘致は必須条件だと考える。
しかしながら、オファーが数多くあるにも関わらず、
結果、すべて断らざるを得ない状況にあると聞き及ん
でいる。産業用地確保のために、どのような取組を展
開していくのか伺う。

産業用地の確保については毎年数多くのお問い
合わせをいただいており、現在も工業系用途地域の未
利用地が少なく、ご希望に沿った物件を紹介できない
状況が続いている。今後は都市計画マスタープランに
おける産業振興区域の土地利用と合わせて、企業オ
フィスを含めた産業用地等の創出に向け、調査検討を
進めたいと考えている。
　また、滋賀県産業立地推進協議会において、企業誘
致方策の検討を始め、情報収集や広報活動などに近隣
市も含めて県全体で取り組んでいる。

●アクティブシニア（元気な高齢者）への支援
●産業用地の確保粟津由紀夫

市民派クラブ

平成29年の草津川跡地公園開園から６年が経
とうとしている。当初の目的として、「市民自

身が緑の手入れをし、日々の賑わいを創造し、そして
草津川跡地公園の賑わいを地域に波及させていく」と
していたが、現状をどのように分析しているのか。

草津川跡地は公園空間の役割にとどまらず、本
市全体の都市価値を高め、どこにもない魅力のある空
間づくりを目指し整備、管理運営を進めている。区間
２・５の開園以降、多くの方々に来園いただき、緑の
創出による景観を形成し、日常での散歩やジョギン
グ、様々なイベント利用など、活動の広がりによるコ
ミュニティが形成され、防災機能も備えた都市環境形
成といった観点からも当初の目的達成に近づいている
と考える。
　引き続き、残る区間の整備を早期に推進し、継続し
た管理運営により、時代に合った賑わいが生まれるよ
う、取り組んでいく。

指定ごみ袋制度の見直しが10月から施行さ
れるが、このことについては市民の理解無く

して実施はできない。改めて市民へ丁寧な説明を要請
するとともに、子どもをはじめとした福祉施策につい
ても周知はもちろんのこと、確実に実施をお願いする
が市の所見は。

新制度を多くの方に正しく速やかに伝えられる
よう、制度の変更点に関するチラシの配布や周知動画
の作成、分別アプリを用いた情報発信等、各世帯にい
きわたるよう丁寧に行っていく。
　また、紙おむつごみについては、子育て支援として、
出生届出時に焼却ごみ袋を２年分、100枚を配付し、
障害者支援として、日常生活用具給付事業における紙
おむつ給付世帯や在宅心身障害（児）者紙おむつ購入
費助成事業の助成対象世帯、在宅で腹膜透析を実施し
ている世帯に対して、焼却ごみ袋を年間50枚配付し、
経済的負担の軽減を図る。新制度と併せて周知を進め
る。

●草津川跡地における賑わいと潤い
●指定ごみ袋制度見直し事業費西田　剛

草政会
橋川市長のこれまでの15年間に、マックス・
ウェーバー①の政治家に対する至言である

「情熱と判断力の二つを駆使しながら、堅い板に力を
こめてじわっじわっと穴をくり貫いていく作業」をさ
れてきたことを具体的に伺う。

どの施策についても、この草津をよくしたいと

の強い思いのもと、「健やかに幸せに暮らせるまち

ずっとずっと住み続けたいまち」の実現に向けて、全

力で取り組んできたところであり、議員の言葉をおか

りすると、情熱と判断力の二つが、私にとっては、「至

誠」と「三現主義」であり、その二つの理念を駆使し

ながら、誠心誠意、情熱を持って事に当たり、各事業

施策においても、現場の状況に応じた将来を見据えた

判断の連続により、市民の皆様の理解をいただきなが

ら、協働によるまちづくりを進めてきたところであ

る。

令和５年度当初予算で、ICT等を活用した行
政のデジタル化を進めることにより、市民

サービスの向上と地域社会の維持・発展、さらに行政
サービスの効率化をすすめるためにDX・ICT等利活
用推進費として3,881万８千円を提案されているが、
「書かない窓口」導入等に関する考えを伺う。

草津市情報化推進計画および草津市行政経営改革

プランに基づき、ICTの積極的な利活用や先端技術の

活用を含めた業務プロセスの再構築等を推進している。

　国では、自治体の窓口DXを推進するため、令和６

年度から書かない窓口の全国展開を加速させる方針が

示されているところであり、引き続き国の動向や他市

の先進事例を注視しながら、時期を逸することなく、

時代の変化に対応した最適な行政サービスの実現に取

り組んでいく。

●橋川市長の政治信条
●「書かない窓口」導入等に関する考え西村　隆行

公明党 代 表 質 問 ３月７日には、市議会の５つの会派から、会派を代表して議
員が代表質問を行いました。質問と答弁の内容の一部を要約
して紹介します。

録画中継
はこちら

全国で広がる子どもの医療費の無料化の拡充
を中学校卒業まで拡大実施すること。12月

から３月まで実施されている学校給食の無償化の恒久
化。加齢性難聴の補聴器購入補助の創設を求める。

子どもの医療費の無料化は、本来、国や県で統

一された制度で実施が望ましいと考えている。全国一

律の子ども医療費助成制度の創設も提起されている。

動向を注視する一方で、他市町の状況を把握しながら

適切な時期に判断する。学校給食の無償化は、教員加

配、支援員配置、不登校児童生徒への支援などの市単

事業を数多く実施しているため、教育委員会全体の予

算配分から実施は困難と考えている。補聴器購入補助

は、補聴器の装用による認知症予防の効果には明確な

エビデンスが確認されていないことや、購入前後の課

題もあることから他市の導入状況などを注視してい

く。

学年進行表によると現施設で教室の不足する
ところが見込まれることから増設の計画は。

また、笠縫小学校が築40年を超えることから近年の
建築水準や防災を考えると校舎の長寿命化計画でな
く、建て替えの検討をするべきでは。

令和５年度は転用可能な教室を使用することで、

教室不足は発生しない状況。将来的に教室不足が予想

される草津小学校および高穂中学校については、令和

５年度当初予算で、特別教室改修工事、ピロティ改修

工事に係る実施設計業務の委託料を計上している。老

朽化校舎の建て替えは、昭和50年代に整備された施

設が多く、一斉に更新時期を迎える。更新を行う際に

は、コスト面で有利となる以外は長寿命改修化を原則

としている。将来的には学級数の減少等、機能集約も

考えられる。工事の効率性や財政負担、学校負担を考

慮し、改修方法を判断する。

●子どもの医療費無料拡充・学校給食無償を求める
●小中学校の教室不足や老朽化の対応西川　仁

日本共産党草津市会議員団
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①マックス・ウェーバー
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工事に係る実施設計業務の委託料を計上している。老

朽化校舎の建て替えは、昭和50年代に整備された施

設が多く、一斉に更新時期を迎える。更新を行う際に

は、コスト面で有利となる以外は長寿命改修化を原則

としている。将来的には学級数の減少等、機能集約も

考えられる。工事の効率性や財政負担、学校負担を考

慮し、改修方法を判断する。

●子どもの医療費無料拡充・学校給食無償を求める
●小中学校の教室不足や老朽化の対応西川　仁
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ドイツの社会、政治、経済学者。
①マックス・ウェーバー



市の花「あおばな」の普及啓発
議員　国の地方創生推進交付金を活用して
でも「あおばな」の普及啓発・普及拡大に、
もっと力を入れていくべきではないか。
市　あおばなの利活用と知名度の拡大に対する取組に
ついては、景観田の確保、商品開発、販売ルート開拓
等を進めているが、十分な実績に至っていない。国の
交付金等を活用することも検討しながら、今後も草津
あおばな会への支援を推進していきたい。
青花紙存続に対する支援の在り方
議員　伝統の青花紙づくりを保存継承していくため、
市の文化財に指定したり活動補助をすることはできな
いか。
市　現在のところ、指定することは厳しいが、国から
文化的価値を評価され、国の財政支援を受けて「青花
紙製造技術保存会」が国の選定保存技術の選定を目指
して活動されているので、国の補助対象とならない部
分の支援などについて、保存会の意見を聞きながら検
討していきたい。

草津市産業振興計画
議員　将来、人口減少局面を迎える事で、
市民税、法人税等が減少していくリスク
がある。企業と行政等との連携の在り方は。
市　将来にわたって草津市の産業が持続可能であり続
けるためには、新たな価値を生み出し、市内産業の活
性化と雇用創出を図ることが大変重要であると考えて
いる。今後も市民や事業者、関係機関と連携し、各施
策を一丸となって進めることで目指すべき姿を実現
していきたい。
再犯防止推進計画
議員　再犯防止施策は、就労、住居、保健医療、福祉
等多岐にわたり、特定の部局のみで対応することは困
難であると考えるが市の考えは。
市　市としては、保護司会等の更生保護団体への活動
費助成を通じて、支援者、関係団体が行う相談業務の
支援をしている。また、福祉の総合相談窓口である「人
とくらしのサポートセンター」にて関係部局と連携し
ながら就労支援や居住支援など、社会復帰に向けた必
要な支援を行っている。

多様性を認め合い差別の無い草津市を実現す
るため、LGBTQの方に寄り添ったパート

ナーシップ制度の導入について伺う。子どもの人権侵
害が問題となっているが、子どもたち自身が権利を守
るため、自分で考え、意見を主張できるような教育の
実践について伺う。

パートナーシップ制度については、国でも法整備
の気運が高まり、全国的に制度を導入する自治体の増
加とLGBTQへの理解が深まっている状況に沿いなが
ら、制度導入に向けたさらなる検討を進めていく。子
どもたちが自分の意見を主張できる教育については、
子ども基本法に述べられているように、子どもが意見
を出し合い、認め合い、理解し、合意形成をはかる実
践の場を設けることが重要であると考えている。具体
的施策として、校則については全ての中学校で子ども
が主体となり、制服の議論やその他の内容の見直しを
図っている。

草津市は生活困窮者支援の施策をこうじてい
るが、支援の必要な方へ届ける仕組みが脆弱。

支援を届けるアウトリーチの具体策について伺う。地
域に根ざした福祉事業はアウトリーチの意味から重要
である。そのような事業継続について、草津市として
の支援のあり方を伺う。

支援が必要な方へのアウトリーチについては、
民生児童委員や地域包括支援センター等から人とくら
しのサポートセンターや担当部署につないでおり、ひ
きこもりや来庁できない方については、自宅まで訪問
し、相談支援を実施している。令和５年度からは、重
層的支援体制整備事業において業務を外部委託し、支
援が必要な方の早期発見や伴走支援を実施する予定で
あり、相談支援体制の充実に努める。地域への支援の
あり方としては、各事業を通じて関係機関と連携を図
り、誰一人取り残さない社会の実現に向けて取り組
む。

●市民ひとり一人の人権が擁護されること
●生活困窮者支援におけるアウトリーチ八木　良人

チャレンジくさつ

質疑および一般質問 ３月９日、10日には、15人の議員が、議案に対する「質疑」や市政
に関する方針や考え方などについて質す「一般質問」を行いまし
た。質問と答弁の内容を一部要約して紹介します。

令和５年度予算
議員　予算執行における最大の効果とは。
市　業務変革や効率化を推進し、質、量
ともに最適な行政サービスを実現しつつ、事業の重点
化を図り、総合計画のリーディングプロジェクトに対
して、戦略的かつ効果的に財源を配分することで、限
られた財源の中で、新たな行政需要や社会情勢の変化
に的確に対応していくことであると考える。
議員　税外収入の考え方について。
市　草津市行政経営改革プランおよび第２期草津市財
政規律ガイドラインにおいて、新たな財源の確保を掲
げ、企業版ふるさと納税や、クラウドファンディング、
公共施設へのネーミングライツ②の導入等の取組を推進
している。他市事例の研究、検証を行い、費用対効果が
見込める手法について積極的に取り組んでいきたい。

•生きがい
•第６次草津市総合計画第１期基本計画のベンチマーク

その他の質問

健康寿命の取組
議員　日常生活に制限のある健康でない期
間に対し、どのような考え方や対応をさ
れようとしているのか。
市　健康でない期間については、健康寿命の延伸も重
要であるが、健康上に何らかの問題を抱えている方も
草津市で幸せに暮らすことができるように、引き続き
支え合いのまちづくりや誰もが生きがいを持てるよう
な環境整備を進める。
SDGsの取組
議員　市内小中学校におけるSDGsの取組についての
現状と課題を伺う。
市　常盤小学校では米づくりを体験し、地域とともに
米の消費拡大を図る取組を進めている。松原中学校で
は地元野菜について学び、その魅力をPRする取組を
進めている。一方、課題としては各学校において地域
との協働によるSDGsの視点に立った課題解決型のプ
ログラムをいかにつくり出していくかであると考えて
いる。

幹線道路と住民生活道路の安全
議員　都計道路平野南笠線は県が事業主体
となり整備が進む方向で動こうとしてい
るが全線開通までは先が長い。この辺りは朝夕の通勤
ラッシュによる道路渋滞や通学路を通過する車両の危
険にさらされている。市道の安全対策を聞く。
市　今は「ゾーン30プラス」という名前で、狭窄や
ハンプを付け加えた対策が主流で、ETCのデータか
ら得られるビッグデータを使い設置場所を割り出すな
ど警察と連携し、これらを考慮して住民との協議にあ
たる。
大江霊仙寺線南笠工区の整備
議員　その１区間は本年度（令和５年３月）に供用の
めどがついた。引き続きその２区間の整備が待たれ
る。ロードマップを示して欲しい。
市　今年度策定予定の草津市都市計画道路整備プログ
ラムで、令和５年度は事業認可の申請、令和６年度は
事業区域内の保安林の解除手続きを含む関係機関の調
整、令和７年度は実施設計、その後、用地測量・用地
取得・文化財調査を経て工事着手を想定している。

長寿リスクの回避
議員　長寿リスクとは、長生きすることによっ
て老後の生活に備えた資金が不足し、生活
困窮に陥る事態のことを指す。現在、市が長寿リスク
の回避に効果があると捉えている既存事業や検討して
いる事業があれば伺う。
市　長寿リスク回避に効果がある既存事業については、
高年齢者の就労支援としてシルバー人材センターへの
財政的人的支援を行っている。現在、その他のリスク
回避につながる支援策については検討したものはない。
生涯現役地域づくり環境整備事業
議員　高齢者という人生経験が豊富で多種多様な知識
を有する人材が地域や職場で活躍している社会の実現
に向けて、厚生労働省が募集している生涯現役地域づ
くり環境整備事業に採択されるための取組を進めるべ
きと考えるが。
市　働く意欲のある高年齢者が活躍できる環境整備を
図ることは大変重要になってくる。ご提案の件につい
ては、他モデル地域の取組で出た課題や成果を調査分
析し、当市の地域特性を踏まえ、制度構築に向けた議
論を深めていく。

•市立図書館に設ける学習スペース
•草津PAと連携した拠点整備基本計画

その他の質問

田中　香治井上　薰

土肥　浩資瀬川　裕海

川瀬　善行永井　信雄

市 市

議員 議員

公共施設の名前を付与する命名権と付帯する諸権利のこと（公共施設の命名権と企業が買うビジネス）
②ネーミングライツ
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市の花「あおばな」の普及啓発
議員　国の地方創生推進交付金を活用して
でも「あおばな」の普及啓発・普及拡大に、
もっと力を入れていくべきではないか。
市　あおばなの利活用と知名度の拡大に対する取組に
ついては、景観田の確保、商品開発、販売ルート開拓
等を進めているが、十分な実績に至っていない。国の
交付金等を活用することも検討しながら、今後も草津
あおばな会への支援を推進していきたい。
青花紙存続に対する支援の在り方
議員　伝統の青花紙づくりを保存継承していくため、
市の文化財に指定したり活動補助をすることはできな
いか。
市　現在のところ、指定することは厳しいが、国から
文化的価値を評価され、国の財政支援を受けて「青花
紙製造技術保存会」が国の選定保存技術の選定を目指
して活動されているので、国の補助対象とならない部
分の支援などについて、保存会の意見を聞きながら検
討していきたい。

草津市産業振興計画
議員　将来、人口減少局面を迎える事で、
市民税、法人税等が減少していくリスク
がある。企業と行政等との連携の在り方は。
市　将来にわたって草津市の産業が持続可能であり続
けるためには、新たな価値を生み出し、市内産業の活
性化と雇用創出を図ることが大変重要であると考えて
いる。今後も市民や事業者、関係機関と連携し、各施
策を一丸となって進めることで目指すべき姿を実現
していきたい。
再犯防止推進計画
議員　再犯防止施策は、就労、住居、保健医療、福祉
等多岐にわたり、特定の部局のみで対応することは困
難であると考えるが市の考えは。
市　市としては、保護司会等の更生保護団体への活動
費助成を通じて、支援者、関係団体が行う相談業務の
支援をしている。また、福祉の総合相談窓口である「人
とくらしのサポートセンター」にて関係部局と連携し
ながら就労支援や居住支援など、社会復帰に向けた必
要な支援を行っている。

多様性を認め合い差別の無い草津市を実現す
るため、LGBTQの方に寄り添ったパート

ナーシップ制度の導入について伺う。子どもの人権侵
害が問題となっているが、子どもたち自身が権利を守
るため、自分で考え、意見を主張できるような教育の
実践について伺う。

パートナーシップ制度については、国でも法整備
の気運が高まり、全国的に制度を導入する自治体の増
加とLGBTQへの理解が深まっている状況に沿いなが
ら、制度導入に向けたさらなる検討を進めていく。子
どもたちが自分の意見を主張できる教育については、
子ども基本法に述べられているように、子どもが意見
を出し合い、認め合い、理解し、合意形成をはかる実
践の場を設けることが重要であると考えている。具体
的施策として、校則については全ての中学校で子ども
が主体となり、制服の議論やその他の内容の見直しを
図っている。

草津市は生活困窮者支援の施策をこうじてい
るが、支援の必要な方へ届ける仕組みが脆弱。

支援を届けるアウトリーチの具体策について伺う。地
域に根ざした福祉事業はアウトリーチの意味から重要
である。そのような事業継続について、草津市として
の支援のあり方を伺う。

支援が必要な方へのアウトリーチについては、
民生児童委員や地域包括支援センター等から人とくら
しのサポートセンターや担当部署につないでおり、ひ
きこもりや来庁できない方については、自宅まで訪問
し、相談支援を実施している。令和５年度からは、重
層的支援体制整備事業において業務を外部委託し、支
援が必要な方の早期発見や伴走支援を実施する予定で
あり、相談支援体制の充実に努める。地域への支援の
あり方としては、各事業を通じて関係機関と連携を図
り、誰一人取り残さない社会の実現に向けて取り組
む。

●市民ひとり一人の人権が擁護されること
●生活困窮者支援におけるアウトリーチ八木　良人

チャレンジくさつ

質疑および一般質問 ３月９日、10日には、15人の議員が、議案に対する「質疑」や市政
に関する方針や考え方などについて質す「一般質問」を行いまし
た。質問と答弁の内容を一部要約して紹介します。

令和５年度予算
議員　予算執行における最大の効果とは。
市　業務変革や効率化を推進し、質、量
ともに最適な行政サービスを実現しつつ、事業の重点
化を図り、総合計画のリーディングプロジェクトに対
して、戦略的かつ効果的に財源を配分することで、限
られた財源の中で、新たな行政需要や社会情勢の変化
に的確に対応していくことであると考える。
議員　税外収入の考え方について。
市　草津市行政経営改革プランおよび第２期草津市財
政規律ガイドラインにおいて、新たな財源の確保を掲
げ、企業版ふるさと納税や、クラウドファンディング、
公共施設へのネーミングライツ②の導入等の取組を推進
している。他市事例の研究、検証を行い、費用対効果が
見込める手法について積極的に取り組んでいきたい。

•生きがい
•第６次草津市総合計画第１期基本計画のベンチマーク

その他の質問

健康寿命の取組
議員　日常生活に制限のある健康でない期
間に対し、どのような考え方や対応をさ
れようとしているのか。
市　健康でない期間については、健康寿命の延伸も重
要であるが、健康上に何らかの問題を抱えている方も
草津市で幸せに暮らすことができるように、引き続き
支え合いのまちづくりや誰もが生きがいを持てるよう
な環境整備を進める。
SDGsの取組
議員　市内小中学校におけるSDGsの取組についての
現状と課題を伺う。
市　常盤小学校では米づくりを体験し、地域とともに
米の消費拡大を図る取組を進めている。松原中学校で
は地元野菜について学び、その魅力をPRする取組を
進めている。一方、課題としては各学校において地域
との協働によるSDGsの視点に立った課題解決型のプ
ログラムをいかにつくり出していくかであると考えて
いる。

幹線道路と住民生活道路の安全
議員　都計道路平野南笠線は県が事業主体
となり整備が進む方向で動こうとしてい
るが全線開通までは先が長い。この辺りは朝夕の通勤
ラッシュによる道路渋滞や通学路を通過する車両の危
険にさらされている。市道の安全対策を聞く。
市　今は「ゾーン30プラス」という名前で、狭窄や
ハンプを付け加えた対策が主流で、ETCのデータか
ら得られるビッグデータを使い設置場所を割り出すな
ど警察と連携し、これらを考慮して住民との協議にあ
たる。
大江霊仙寺線南笠工区の整備
議員　その１区間は本年度（令和５年３月）に供用の
めどがついた。引き続きその２区間の整備が待たれ
る。ロードマップを示して欲しい。
市　今年度策定予定の草津市都市計画道路整備プログ
ラムで、令和５年度は事業認可の申請、令和６年度は
事業区域内の保安林の解除手続きを含む関係機関の調
整、令和７年度は実施設計、その後、用地測量・用地
取得・文化財調査を経て工事着手を想定している。

長寿リスクの回避
議員　長寿リスクとは、長生きすることによっ
て老後の生活に備えた資金が不足し、生活
困窮に陥る事態のことを指す。現在、市が長寿リスク
の回避に効果があると捉えている既存事業や検討して
いる事業があれば伺う。
市　長寿リスク回避に効果がある既存事業については、
高年齢者の就労支援としてシルバー人材センターへの
財政的人的支援を行っている。現在、その他のリスク
回避につながる支援策については検討したものはない。
生涯現役地域づくり環境整備事業
議員　高齢者という人生経験が豊富で多種多様な知識
を有する人材が地域や職場で活躍している社会の実現
に向けて、厚生労働省が募集している生涯現役地域づ
くり環境整備事業に採択されるための取組を進めるべ
きと考えるが。
市　働く意欲のある高年齢者が活躍できる環境整備を
図ることは大変重要になってくる。ご提案の件につい
ては、他モデル地域の取組で出た課題や成果を調査分
析し、当市の地域特性を踏まえ、制度構築に向けた議
論を深めていく。

•市立図書館に設ける学習スペース
•草津PAと連携した拠点整備基本計画

その他の質問

田中　香治井上　薰

土肥　浩資瀬川　裕海

川瀬　善行永井　信雄

市 市

議員 議員

公共施設の名前を付与する命名権と付帯する諸権利のこと（公共施設の命名権と企業が買うビジネス）
②ネーミングライツ
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公共施設包括管理業務委託の導入
議員　４月から「公共施設包括管理業務委
託」を導入。導入により職員の削減を行
い、効果の見える化が必要。
市　施設担当部署ごとに行っていた保守管理業務を一
括して委託するもの。品質向上、業務負担軽減、人件
費の削減効果がある。導入により人件費は約4,800万
円削減可と試算、人数換算で６人分。定期的に修繕コ
スト削減状況の確認を行う。また、満足度などアン
ケートを行い把握に努める。
JR大雪立ち往生時　対応と課題
議員　駅周辺の民間施設と帰宅困難者受入れ協定はあ
るものの活用できず。被害情報収集、対応に市役所一
丸で当たるべき。
市　JRからの支援要請が無かった。協定は大規模地
震を想定していたが、協定先とは改めて内容の確認を
行ったところ、今後は豪雪時にも対応していく。他の
災害時協定についても全体的に確認を行っていく。議
員提案のとおり、市内公共施設の職員等から情報提供
がなされる仕組み作りは必要と考える。

令和５年度予算の考え方
議員　公共施設照明現況調査費や再エネ等
利活用調査費の詳細について尋ねる。
市　公共施設照明現況調査費は、公共施設のLED照明
の計画的な導入に向けて現況調査を行い、照明の種類
や数量を確認し、CO２排出量削減効果の試算を行う業
務の委託費である。公共施設のLED 化の目標として
は2030年までに導入完了を目指していきたい。
自然環境保全地区
議員　自然環境保全地区は市が指定されたものである
が、高齢化や人口減少が進む地域での今後の保全や利
活用について市の考え方を尋ねる。
市　残された自然環境を保全し次世代に継承すべく、
良好な自然環境を残している地域を土地所有者の理解
のもと市が指定している。地域の方々が高齢化してい
るのは承知しているが、従来より保全と利活用を進め
てこられた地域の文化や
土壌を大切にしながら、
サポートできるところは
サポートしていきたい。

•クリーンセンターのゴミ発電等の効果的な
余剰電力の利活用について

その他の質問

•安全に利用される電動キックボードのために
•個別避難計画の作成

その他の質問

まちづくり協議会一括交付金
議員　玉川学区野路町では町内会加入世帯
数は１0,446世帯。住所別人口では５,100世
帯。5,000世帯以上の乖離があり100万円以上低い
交付金の不平等の是正策を問う。
市　来年度が現行制度の最終年度となり、次期制度に
向けた見直しの検討を行い、まちづくり協議会連合会
において、町内会世帯数と住民基本台帳に基づく世帯
数に乖離があるなど現状も共有し、各学区のご意見も
十分お伺いし、限られた予算の中でよりよい制度を検
討し進める。
各園の保育士不足
議員　保育士不足の根本的原因は、仕事内容に比べ報
酬が少ないこと。子育て世代が増加中の草津市独自の
報酬増額などの対策を問う。
市　本市独自に国が行う処遇改善等加算の単価に
2.5％を乗じた額を補助し、報酬増額に繋がる対策を
実施しているところだが、今後も状況の変化に応じて
見直していく。

草津市のDX推進における計画の見直し
議員　DXの推進にあたっては現在の情報
化推進計画では取り組む内容、スピード
が遅いと感じる。計画の見直しはしないのか。
市　アクションプランを毎年確認しながら進めている
が、策定時期が国の方針と前後していることから若干
古いところもある。DXの取組については現在のアク
ションプランを修正していくとともに、今後草津市の
あるべき姿については調査もしっかり行い、DXとい
う言葉で次期計画を策定していく。
デジタルデバイド対策の取組
議員　これからのDX推進に不可欠なデジタルデバイ
ド対策について、次年度以降はどのように取り組んで
いくのか。
市　民間事業者と自治体が連携してスマホ講座を実施
する国のデジタル活用支援事業の仕組みは、令和７年
まで継続されることから、本制度を活用するととも
に、滋賀県でも市町と連携した対策を実施していくこ
とから、さらに様々な主体と協力しながら進めていく。

教職員の働き方改革に関連して
議員　コロナ対策の衛生サポーター事業
が中止になり、今後教師の負担が懸念さ
れる。草津市が目指す働き方改革、また外部への協力
を求めることの所見を伺う。
市　今後の消毒作業は、通常の清掃作業となり、教師
の負担にならないと考える。学校の課題は複雑化、多
様化しており業務改善等により子どもと向き合う時間
を確保することに繋がると考える。外部への協力も進
めていきたい。
不登校対策としての登校支援室
議員　登校支援室の全小中学校の状況についてと、教
師の不足によって、開設に学校間の差がないように外
部支援員の配置の要望と親支援について。
市　20校のうち18校で対応中。登校支援室として、
意義を明確にした上で周知徹底していく。安定した開
設のためには、今後外部支援員の配置も検討していき
たい。保護者への支援は現在も行なっているが、ス
クールソーシャルワーカーの増員や保護者会の回数を
増やしていきたい。

国民健康保険制度の充実を求める
議員　2023年度国保会計見込みと負担軽
減策の実施に向けた提案について市の考
えを問う。（独自の繰り入れやコロナ対応策について）
市　被用者保険の適用拡大や団塊世代の後期高齢者医
療制度への移行により被保険者数が減少し、保険給付
が前年比3.3％減少。その一方、後期高齢者医療制度
への支援が被保険者一人当たりの負担額が増加するた
め県への納付金は前年比7.7％増となる。一人当たり
の保険料は積立金を活用し据え置く予定である。
高齢者自動車運転事故防止支援策
議員　70歳以上の自動車運転免許証取得者の事故が
多発しているため、後付けペダル式踏み間違い防止装
置への補助を行うよう求めるが市の見解は。
市　高齢者の運転事故防止対策として、市独自の補助
制度の創設・実施の考えはないが、街頭啓発や交通シ
ミュレータ等を使用し交通安全教室等を行う中で、踏
み間違い等による事故防止の啓発を引き続き行ってい
きたい。

健幸都市づくり推進
議員　産官公民が連携して、ALLくさつで
施策を遂行するにあたり協働による啓発
やその取組について伺う。
市　健幸フェアや、立命館大学BKCで行われたびわ
こ・くさつ健幸フェスタには、市の関係部署や民間企
業等が参画。来年度も開催予定、新たに映画館での啓
発動画放映も行う。健幸都市づくりへの賛同企業や新
たな企業とも市にお話をいただければ一緒に出来るこ
とを考えていく。
高齢者に対するe-スポーツの普及啓発
議員　令和４年度健幸都市づくり推進チームによる政
策提案事業、e-スポーツの具体的な事業展開につい
て伺う。
市　イベントにおいて、高齢者向けの体験ブースと自
主的活用に向けて相談ブースを設ける。地域の活動団
体や介護事業所等に対して事業周知を行い、アドバイ
ザーを派遣し、機材設定や操作説明を行い、自主運営
いただき、交流機会の創出や脳の活性化等を通じた介
護予防活動につなげたい。

•公文書の管理は
•草津市に「人事部」を設置した場合の効果は

その他の質問•個人情報保護法の施行条例
•新型コロナ感染基準の緩和での対応は

その他の質問

•「草津市学校業務改善プラン」の進捗状況
と学校現場の声の反映について

その他の質問

公立小中学校の通学区域の弾力運営
議員　通学区域制度の弾力運用に向けた調
査・研究を積極的に行う考えはあるのか。
市　国の通知にもあるが、自治体の実情に即した判断
が求められていることを前提に、就学すべき学校の指
定変更や区域外就学については、児童生徒の個別の事
情に即し、適宜必要な審査を行っているところであ
る。また、学校選択制について、本市では人口が減少
になった際に再検討をすることとしている。
草津市役所の職員力向上
議員　正規職員、任期付職員、会計年度任用職員の仕
事内容（役割）はどうなっているのか。
市　業務の内容や責任の程度等に応じて分担してお
り、正規職員は組織運営や政策立案、許認可権の行使
等、業務の難易度や責任が高い本格的業務を担い、そ
のうちの特定業務や一定期間で終了する業務等につい
ては、任期付職員が担うこともある。会計年度任用職
員は書類作成、市民対応等、本格的業務以外の一般事
務を担う。

•次年度予算「DX戦略調査業務委託費」に
ついて

•業務改革推進チームの役割とDX推進の関
係について

その他の質問

•草津警察署への増員配置と交番増設
•市の難病相談窓口と寄り添い

その他の質問

服部利比郎 奥村　恭弘藤井三恵子

石本恵津子　垣　和美

山元　宏和

小野　元嗣遠藤　覚
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公共施設包括管理業務委託の導入
議員　４月から「公共施設包括管理業務委
託」を導入。導入により職員の削減を行
い、効果の見える化が必要。
市　施設担当部署ごとに行っていた保守管理業務を一
括して委託するもの。品質向上、業務負担軽減、人件
費の削減効果がある。導入により人件費は約4,800万
円削減可と試算、人数換算で６人分。定期的に修繕コ
スト削減状況の確認を行う。また、満足度などアン
ケートを行い把握に努める。
JR大雪立ち往生時　対応と課題
議員　駅周辺の民間施設と帰宅困難者受入れ協定はあ
るものの活用できず。被害情報収集、対応に市役所一
丸で当たるべき。
市　JRからの支援要請が無かった。協定は大規模地
震を想定していたが、協定先とは改めて内容の確認を
行ったところ、今後は豪雪時にも対応していく。他の
災害時協定についても全体的に確認を行っていく。議
員提案のとおり、市内公共施設の職員等から情報提供
がなされる仕組み作りは必要と考える。

令和５年度予算の考え方
議員　公共施設照明現況調査費や再エネ等
利活用調査費の詳細について尋ねる。
市　公共施設照明現況調査費は、公共施設のLED照明
の計画的な導入に向けて現況調査を行い、照明の種類
や数量を確認し、CO２排出量削減効果の試算を行う業
務の委託費である。公共施設のLED 化の目標として
は2030年までに導入完了を目指していきたい。
自然環境保全地区
議員　自然環境保全地区は市が指定されたものである
が、高齢化や人口減少が進む地域での今後の保全や利
活用について市の考え方を尋ねる。
市　残された自然環境を保全し次世代に継承すべく、
良好な自然環境を残している地域を土地所有者の理解
のもと市が指定している。地域の方々が高齢化してい
るのは承知しているが、従来より保全と利活用を進め
てこられた地域の文化や
土壌を大切にしながら、
サポートできるところは
サポートしていきたい。

•クリーンセンターのゴミ発電等の効果的な
余剰電力の利活用について

その他の質問

•安全に利用される電動キックボードのために
•個別避難計画の作成

その他の質問

まちづくり協議会一括交付金
議員　玉川学区野路町では町内会加入世帯
数は１0,446世帯。住所別人口では５,100世
帯。5,000世帯以上の乖離があり100万円以上低い
交付金の不平等の是正策を問う。
市　来年度が現行制度の最終年度となり、次期制度に
向けた見直しの検討を行い、まちづくり協議会連合会
において、町内会世帯数と住民基本台帳に基づく世帯
数に乖離があるなど現状も共有し、各学区のご意見も
十分お伺いし、限られた予算の中でよりよい制度を検
討し進める。
各園の保育士不足
議員　保育士不足の根本的原因は、仕事内容に比べ報
酬が少ないこと。子育て世代が増加中の草津市独自の
報酬増額などの対策を問う。
市　本市独自に国が行う処遇改善等加算の単価に
2.5％を乗じた額を補助し、報酬増額に繋がる対策を
実施しているところだが、今後も状況の変化に応じて
見直していく。

草津市のDX推進における計画の見直し
議員　DXの推進にあたっては現在の情報
化推進計画では取り組む内容、スピード
が遅いと感じる。計画の見直しはしないのか。
市　アクションプランを毎年確認しながら進めている
が、策定時期が国の方針と前後していることから若干
古いところもある。DXの取組については現在のアク
ションプランを修正していくとともに、今後草津市の
あるべき姿については調査もしっかり行い、DXとい
う言葉で次期計画を策定していく。
デジタルデバイド対策の取組
議員　これからのDX推進に不可欠なデジタルデバイ
ド対策について、次年度以降はどのように取り組んで
いくのか。
市　民間事業者と自治体が連携してスマホ講座を実施
する国のデジタル活用支援事業の仕組みは、令和７年
まで継続されることから、本制度を活用するととも
に、滋賀県でも市町と連携した対策を実施していくこ
とから、さらに様々な主体と協力しながら進めていく。

教職員の働き方改革に関連して
議員　コロナ対策の衛生サポーター事業
が中止になり、今後教師の負担が懸念さ
れる。草津市が目指す働き方改革、また外部への協力
を求めることの所見を伺う。
市　今後の消毒作業は、通常の清掃作業となり、教師
の負担にならないと考える。学校の課題は複雑化、多
様化しており業務改善等により子どもと向き合う時間
を確保することに繋がると考える。外部への協力も進
めていきたい。
不登校対策としての登校支援室
議員　登校支援室の全小中学校の状況についてと、教
師の不足によって、開設に学校間の差がないように外
部支援員の配置の要望と親支援について。
市　20校のうち18校で対応中。登校支援室として、
意義を明確にした上で周知徹底していく。安定した開
設のためには、今後外部支援員の配置も検討していき
たい。保護者への支援は現在も行なっているが、ス
クールソーシャルワーカーの増員や保護者会の回数を
増やしていきたい。

国民健康保険制度の充実を求める
議員　2023年度国保会計見込みと負担軽
減策の実施に向けた提案について市の考
えを問う。（独自の繰り入れやコロナ対応策について）
市　被用者保険の適用拡大や団塊世代の後期高齢者医
療制度への移行により被保険者数が減少し、保険給付
が前年比3.3％減少。その一方、後期高齢者医療制度
への支援が被保険者一人当たりの負担額が増加するた
め県への納付金は前年比7.7％増となる。一人当たり
の保険料は積立金を活用し据え置く予定である。
高齢者自動車運転事故防止支援策
議員　70歳以上の自動車運転免許証取得者の事故が
多発しているため、後付けペダル式踏み間違い防止装
置への補助を行うよう求めるが市の見解は。
市　高齢者の運転事故防止対策として、市独自の補助
制度の創設・実施の考えはないが、街頭啓発や交通シ
ミュレータ等を使用し交通安全教室等を行う中で、踏
み間違い等による事故防止の啓発を引き続き行ってい
きたい。

健幸都市づくり推進
議員　産官公民が連携して、ALLくさつで
施策を遂行するにあたり協働による啓発
やその取組について伺う。
市　健幸フェアや、立命館大学BKCで行われたびわ
こ・くさつ健幸フェスタには、市の関係部署や民間企
業等が参画。来年度も開催予定、新たに映画館での啓
発動画放映も行う。健幸都市づくりへの賛同企業や新
たな企業とも市にお話をいただければ一緒に出来るこ
とを考えていく。
高齢者に対するe-スポーツの普及啓発
議員　令和４年度健幸都市づくり推進チームによる政
策提案事業、e-スポーツの具体的な事業展開につい
て伺う。
市　イベントにおいて、高齢者向けの体験ブースと自
主的活用に向けて相談ブースを設ける。地域の活動団
体や介護事業所等に対して事業周知を行い、アドバイ
ザーを派遣し、機材設定や操作説明を行い、自主運営
いただき、交流機会の創出や脳の活性化等を通じた介
護予防活動につなげたい。

•公文書の管理は
•草津市に「人事部」を設置した場合の効果は

その他の質問•個人情報保護法の施行条例
•新型コロナ感染基準の緩和での対応は

その他の質問

•「草津市学校業務改善プラン」の進捗状況
と学校現場の声の反映について

その他の質問

公立小中学校の通学区域の弾力運営
議員　通学区域制度の弾力運用に向けた調
査・研究を積極的に行う考えはあるのか。
市　国の通知にもあるが、自治体の実情に即した判断
が求められていることを前提に、就学すべき学校の指
定変更や区域外就学については、児童生徒の個別の事
情に即し、適宜必要な審査を行っているところであ
る。また、学校選択制について、本市では人口が減少
になった際に再検討をすることとしている。
草津市役所の職員力向上
議員　正規職員、任期付職員、会計年度任用職員の仕
事内容（役割）はどうなっているのか。
市　業務の内容や責任の程度等に応じて分担してお
り、正規職員は組織運営や政策立案、許認可権の行使
等、業務の難易度や責任が高い本格的業務を担い、そ
のうちの特定業務や一定期間で終了する業務等につい
ては、任期付職員が担うこともある。会計年度任用職
員は書類作成、市民対応等、本格的業務以外の一般事
務を担う。

•次年度予算「DX戦略調査業務委託費」に
ついて

•業務改革推進チームの役割とDX推進の関
係について

その他の質問

•草津警察署への増員配置と交番増設
•市の難病相談窓口と寄り添い

その他の質問

服部利比郎 奥村　恭弘藤井三恵子

石本恵津子　垣　和美

山元　宏和

小野　元嗣遠藤　覚
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全国都市緑化フェアの誘致
議員　草津川跡地公園を有する草津市を
中心に県、近隣都市と連携を取りながら全
国都市緑化フェアを誘致してはどうか。
市　全国都市緑化フェアは150万人の来場者が見込ま
れる大規模イベントであり、都市緑化意識の啓発や情
報発信だけでなく観光振興等の波及効果が期待できる
が会場整備や組織体制の構築、財源の確保が必要にな
る。県、近隣都市の都市緑化への盛り上がり、開催主
体も含め見定めていく。
「脱炭素先行地域」選定
議員　「脱炭素先行地域」選定を受けて意欲的にカー
ボンニュートラルの実現に向けて進めていってはどう
か。
市　米原市や湖南市などの先進事例を調査研究すると
ともに、環境省や県との調整を踏まえ「脱炭素先行地
域」づくり事業などの国の支援スキームを積極的に活
用することで地域の課題を脱炭素側面から解決してい
くための施策に戦略的に取り組んでいく。

•入札制度の適正化
•地域まちづくりセンターの指定管理制度

その他の質問

日程は、都合により変更になる場合があります。日程の変更は、ホームページでお知らせします。
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６/９

皆様の傍聴を
お待ちしています！

21 2220 23
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10：00～
本会議（開会）

26 28 2927 30
9：30～
予算常任委員会

9：30～
文教厚生
常任委員会

9：30～
産業建設
常任委員会

10：00～
本会議
（委員長報告、採決、閉会）

10：00～
本会議
（質疑および一般質問）

10：00～
本会議
（質疑および一般質問）

10：00～
本会議
（質疑および一般質問）

9：30～
総務常任委員会

火 水月 木 金 土 日

令和５年６月定例会の開催予定

えふえむ草津で
議会の活動を報告しました!!

　草津市提供コーナー｢スマートウェルネスくさつ～めざせ健幸都市～」
に、広報広聴委員会所属の市議会議員３名が出演しました。
　当番組は、47回（令和５年２月時点）の放送を迎えましたが、議
会をテーマとした放送は初めての試みとなりました。
　議会の仕組みや、議会だより令和５年２月１日号に掲載している
「草津のサンヤレ踊り」、「焼却ごみ袋の有料化」、「ゼロカーボンシ
ティへの意識」などを中心に、見どころを紹介しています。
　インターネットからいつでも・どこでもオンデマンド放送で聞く
ことができますので、ぜひお聞きください。

新年度の予算において、読書のまち推進費の中で、図書館の学習スペース整備
の予算が計上されているが内容について。

どれくらいの規模で整備されるのか。

図書館本館の開館40周年記念を迎えるにあたって図書館の魅力向上事業とし
て、学習スペースの整備を行う。これは、議会と高校生の意見交換会で、高校生
の意見として要望があったことがきっかけとなった。

本館の２階の会議室を利用するもので、おおよそ10席～12席。
南草津図書館は、フロアのフリースペースの半分を利用し、５席程度となる。
席数が限られていることもあり、時間制とし、管理する人を配置する。

令和５
２月

●議会の広聴機能を高める目的で、高校生との意見交換会を実施し、市に対し、意見交換会で出た
意見を実現してほしいと議会から要望を挙げ、提案が実現されるのは非常に喜ぶべきことである。

●規模については、想定より小さいため今後の利用状況を踏まえ、見直しを検討してほしい。
●次代を担う高校生からの意見は、市として大変貴重なものである。
　教育委員会だけで検討をするのではなく、今後は市全体として検討するべきものではないか。

市議会として・・・

議員

市

高校生との意見交換会を経て、執行部で検討された結
果、２月定例会にて、草津市立図書館本館および南草津図書館において、学習
スペースを確保するための条例改正案が提案され、多くの意見がでました。

伊吹　達郎

市議会議員３名とパーソナリティ
で収録を行っている様子

草津市立
図 書 館
（本館）

草津市議会の個人情報の保護に関する条例

「草津市議会の個人情報の
保護 に関する 条例」
を制定しました

会第１号

議会の活動議会の活動知ってほしい、知ってほしい、

学習スペース確保について議論!!図書館
での

こちらから
お聞き

いただけます。

　個人情報の保護に関する法律が改正されたこと
に伴い、草津市個人情報保護条例が廃止され、新た
に草津市個人情報保護法施行条例が制定されます
が、議会はその適用から除外されることになります。
　そのため、これまでと同様に、草津市議会におけ
る個人情報を保護し、執行機関の取扱いと差異が
生じないようにするため、「草津市議会の個人情報
の保護に関する条例」を制定しました。

議案書をホームページに掲載
していますので、制定した内
容については、こちらからご
覧ください。
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全国都市緑化フェアの誘致
議員　草津川跡地公園を有する草津市を
中心に県、近隣都市と連携を取りながら全
国都市緑化フェアを誘致してはどうか。
市　全国都市緑化フェアは150万人の来場者が見込ま
れる大規模イベントであり、都市緑化意識の啓発や情
報発信だけでなく観光振興等の波及効果が期待できる
が会場整備や組織体制の構築、財源の確保が必要にな
る。県、近隣都市の都市緑化への盛り上がり、開催主
体も含め見定めていく。
「脱炭素先行地域」選定
議員　「脱炭素先行地域」選定を受けて意欲的にカー
ボンニュートラルの実現に向けて進めていってはどう
か。
市　米原市や湖南市などの先進事例を調査研究すると
ともに、環境省や県との調整を踏まえ「脱炭素先行地
域」づくり事業などの国の支援スキームを積極的に活
用することで地域の課題を脱炭素側面から解決してい
くための施策に戦略的に取り組んでいく。

•入札制度の適正化
•地域まちづくりセンターの指定管理制度

その他の質問

日程は、都合により変更になる場合があります。日程の変更は、ホームページでお知らせします。
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えふえむ草津で
議会の活動を報告しました!!

　草津市提供コーナー｢スマートウェルネスくさつ～めざせ健幸都市～」
に、広報広聴委員会所属の市議会議員３名が出演しました。
　当番組は、47回（令和５年２月時点）の放送を迎えましたが、議
会をテーマとした放送は初めての試みとなりました。
　議会の仕組みや、議会だより令和５年２月１日号に掲載している
「草津のサンヤレ踊り」、「焼却ごみ袋の有料化」、「ゼロカーボンシ
ティへの意識」などを中心に、見どころを紹介しています。
　インターネットからいつでも・どこでもオンデマンド放送で聞く
ことができますので、ぜひお聞きください。

新年度の予算において、読書のまち推進費の中で、図書館の学習スペース整備
の予算が計上されているが内容について。

どれくらいの規模で整備されるのか。

図書館本館の開館40周年記念を迎えるにあたって図書館の魅力向上事業とし
て、学習スペースの整備を行う。これは、議会と高校生の意見交換会で、高校生
の意見として要望があったことがきっかけとなった。

本館の２階の会議室を利用するもので、おおよそ10席～12席。
南草津図書館は、フロアのフリースペースの半分を利用し、５席程度となる。
席数が限られていることもあり、時間制とし、管理する人を配置する。
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スペースを確保するための条例改正案が提案され、多くの意見がでました。
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　個人情報の保護に関する法律が改正されたこと
に伴い、草津市個人情報保護条例が廃止され、新た
に草津市個人情報保護法施行条例が制定されます
が、議会はその適用から除外されることになります。
　そのため、これまでと同様に、草津市議会におけ
る個人情報を保護し、執行機関の取扱いと差異が
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『太陽と水のおくりもの』草津メロン『太陽と水のおくりもの』草津メロン
草津メロンは昭和57年から
栽培が始まりました。
40年を超える栽培技術の蓄
積により、全国でもトップレ
ベルの糖度をもつメロンと
なりました。
例年 5月末～ 6月上旬から各所で販売予約
が開始されます。

草津メロンは昭和57年から
栽培が始まりました。
40年を超える栽培技術の蓄
積により、全国でもトップレ
ベルの糖度をもつメロンと
なりました。
例年 5月末～ 6月上旬から各所で販売予約
が開始されます。

草津メロン（緑肉）

草津メロン（赤肉）

SideBooks（地域本棚）マチイロ
（旧i広報誌）

　草津市は、歴史文化が根強い地域性を生か
し、まちづくりを進めています。この時期は、三
大神社や志那神社等で「藤の花」が咲き、人々の
心を癒しています。
　三大神社の藤は樹齢400年以上と言われて

います。志那の３つの神社に藤が咲き誇るため、「志那三郷
の藤」とも言われています。自然や景観の美しさを感じ、連
休を過ごしてはどうでしょうか。

草津市議会広報広聴委員一同

編集
後記

▼高校生によるテーマ説明

◀議員と高校生が意見交換内容を発表▲意見交換中

令和４年７月29日（金）
に実施した意見交換会
の様子を紹介するたび！

集合写真

　本号に記載している内容等について、市民の皆様からのご意見・ご質問
をお待ちしております。
　いただいたご意見をもとに引き続き、より良い議会だより
の作成に努めていきます。
【草津市議会】 〒525-8588　草津市草津3丁目13番30号
　　　　　　 TEL.077-561-2413 ／ FAX.077-561-2485
　　　　　　 Eメール　gikai@city.kusatsu.lg.jp

広報広聴委員会

草津市議会ホームページ
https://www.city.kusatsu.shiga.jp/shigikai/

ご意見・ご質問をお聞かせください。ご意見・ご質問をお聞かせください。
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高校生と市議会議員との
　 意見交換会をします！！
高校生と市議会議員との
　 意見交換会をします！！

令和５年
７月28日
令和５年
７月28日

　私たち草津市議会は、若者の議会活動に対する認知度の向上や、若者がまちづくりを考える
きっかけをつくっていただくためにも、次代を担う高校生との意見交換会が大変貴重な機会と
認識しており、昨年度、初めて実施しました。今年も広報広聴委員会において次のとおり「高
校生と市議会議員との意見交換会」の実施に向け、準備を進めています。

　私たち草津市議会は、若者の議会活動に対する認知度の向上や、若者がまちづくりを考える
きっかけをつくっていただくためにも、次代を担う高校生との意見交換会が大変貴重な機会と
認識しており、昨年度、初めて実施しました。今年も広報広聴委員会において次のとおり「高
校生と市議会議員との意見交換会」の実施に向け、準備を進めています。

　次代を担う高校生からの貴重なご意見を聴き、多角的な視点から物事を考
え、草津市がより住みやすいまちになるために、意見交換したいと思います。
　そして、議員24人が今後の活動に生かすとともに、可能なものについては
実現していきたいと思います。

▲高校生たちを政策秘書に任命

●開催日：令和５年７月28日（金）　
●会　場：草津市役所本会議場、委員会室等
●参加者：草津東高等学校　　　玉川高等学校　　　　　湖南農業高等学校　　草津養護学校　　市議会議員
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